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 縄文人、アイヌ 
 
１． 研究計画の概要 
 
 日本人の成立に関する二重構造論仮説に
よって説明される縄文人、アイヌの起源が、
正しいのかどうなのか、検証することが本研
究の直接の目的である。具体的には頭蓋、歯
冠形態について、分析を進める。 
 
２．研究の進捗状況 
 
 すでに必要なデータの収集はほぼ終了し
ており、研究の最終年度に入った今日、おも
に、データ整理と解析、その結果のまとめを
実施している。 
 頭蓋データについての分析では、アイヌ集
団と北東アジア集団との関連を明らかにし、
さらに、縄文集団について、その起源に関す
る解析を実施した。その結果、縄文集団が、
北東アジアに由来する可能性が高いことが
明らかとなった。この結果は、従来、形態学
的に指摘されていた縄文集団の東南アジア
起源説を否定するものであり、新しい所見で
ある。 
 歯冠形態の分析結果からも、上述と同様の
結果が得られ、縄文人、アイヌの系統が北東
アジア集団に由来する可能性が指摘された。 
 
２． 現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
上述のように、当初の研究目的に沿った具
体的な成果が既に得られており、その結果も
すでに複数編の論文にまとめられており、お
おむね順調に進展していると評価できよう。 

４．今後の研究の推進方策 
 
 本年度は本研究の最終年度であるので、こ
れまでに発表した論文をまとめ、報告書を作
成できるよう努力する。 
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